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●チャリティーコンサート ●いつくしみ深き 

  
お元気でいらっしゃいますか？ 
ハードなコンサート・スケジュールが続いています
が、これまで、主の臨在に触れさせていただきなが
ら、讃（うた）い、証しをさせていただくことがで
きました。皆さんの祈りのお支えを、心から感謝し
ています！これから、クリスマスにかけて、まだし
ばらくコンサートが続きますので、どうぞ引き続き
お祈りください。(写真 10 月 29 日チャリティー
コンサート） 
  
ところで、今日は、25 年前、留学先のマドリッド
で、アメリカ人宣教師アンデルードご夫妻を通してイエス様に出会った日、私のスピリチュアル・バースデー
です。今日は、久しぶりに少しゆったりとした時を持つことが許され、自分がどのようなところから救われた
のかを思い起こし、25 年間、主が私に教え与えてくださった素晴らしい恵みを思い返しながら、感謝に溢れる
幸いな一日を過ごさせていただきました。 
  
  
●チャリティーコンサート 

10 月 29 日に北浜スクエアで開催させていただいた、ミャンマー・サイクロン被災救援チャリティーコンサー
ト「あなたの愛をミャンマーに届けたくて」（AKMM 主催、第７回目のチャリティーコンサート）では、多く
の方のご協力をいただき、盛会のうちに終えることができました。199 名の来場者で、会場は一杯になりまし
た。 

 
 コンサートの合い間に、これまでミャンマーのために尽力して来
られた松元緑宣教師が、ミャンマーの様子をパワーポイントを用い
てレポートしてくださいました。また、特設会場を設けて、松元先
生が用意してくださった、ミャンマーの地図、民族衣装、サイクロ
ンの被災・復興状況の写真、昨年と今年 5 月のチャリティーコンサ
ートの支援金によって建てられた民家や、聖書学校で学べるように
なった若者たちの写真などを展示いたしました。お陰で、来場者の

皆さんに、ミャンマーのことをより良く理解していただくことができました。 
 



 今回のチャリティーコンサートで、５０万円の収益金
を、松元緑宣教師を通して、ミャンマーのミッションに
お捧げすることができました。これから、ミャンマーの
ミッションが検討し、T 村の民家（１戸４万円ｘ数件、
家屋例＝写真前ページ左）、M 村の小学校建設（総工費
６０万円、図面＝写真右）のために用いられることにな
っています。ミャンマーからの報告が入りましたら、ま
た皆さんにお知らせいたします。 
  
  
●いつくしみ深き 

最近深い感銘を受けた曲に、「いつくしみ深き」があります。この曲は、最も有名な賛美歌のひとつで、今で
は、一般の式典でも演奏され、歌われるようになりました。私は、今秋いくつかのコンサートで伴奏をしてく
ださっている佐伯尚子さん(写真右下）が、ピアノ・ソロで弾いてくださった「いつくしみ深き」に深い感動を
覚え、今一度、原詩と、この曲の由来を調べてみました。 
  
What a friend we have in Jesus / All our sins and grief's to bear  
What a privilege to carry / Everything to God in prayer  
Oh what peace we often forfeit / Oh what needless pain we bear  
All because we do not carry / Everything to God in prayer 
 
私たちの友イエス様は何と素晴らしいお方でしょう。 

この方は、私たちの罪と悩みを負って下さいました。 

何という特権でしょう。全てを神に祈ることができるとは。 

私たちは、何と度々平安を失い、 

負わなくてもよい苦しみを負ってしまう者でしょう。 

それは、私たちが全てを神に委ねて祈り求めないからなのです。 

  
「いつくしみ深き」は、結婚式の前日に婚約者を船の事故で失い、その後、献身してカナダで宣教師として働
いたジョセフ・スクライブンによって書かれた詩です。スクライブンは、カナダでの宣教中に、再度婚約へと
導かれますが、その婚約者も、結婚前に結核で亡くなりました。その年、スクライブンが、アイルランドの病
気の母を慰めるために書いた手紙が、この詩です。度重なる大きな苦しみを通して、信仰を強められ、スクラ
イブンの苦しみを覆い包んでくださる友なるイエス様の慰めと、私たちの祈りに応えてくださるイエス様の深
い愛が伝わってくる、心に沁み入る賛美歌です。 

佐伯さんのピアノ・ソロを聞いて以来、私もいくつかのコンサートで、この歌をプログラムに入れさせていた
だくようになりました。そして、日々の生活においても、私のためにいのちを捧げてくださった最高の友、イ
エス様に、全てを委ね、全てを祈る者とさせていただきたいと思っています。 
  



 ●お祈りください 
  
11 月のンサートのためにお祈りください。 
ーこの者が、どのような忙しさの中にあっても、主との交わりの時を第一とし、主のみ声を聞き分けながら、
仕えることができますように。 
ー砕かれたたましいをもって、主を賛美し、証しをすることができますように。 
ーコンサートを通して主の栄光だけが現されますように。 
ー主ご自身が、来て下さった方々の心に語りかけ、まだ主を知らない方へは救いを、クリスチャンの方には慰
めと励ましを与えてくださいますように。 
ー健康、声が守られますように。 
  
11 月 14 日（土）  
   衣笠中央キリスト教会（横須 賀） 
   14：00～15：30  
   教会創立 50 周年記念コンサート 
   連絡先 ℡ 046-853-3160           
11 月 21 日（土）  
   主催：ライフセンター新潟書店  
   14：00～15：30  
   工藤篤子 地中海ソプラノ・コンサート  
   会場:新潟福音教会礼拝堂＊書店の向かい    
   連絡先 ℡ 025-283-2749     
11 月 23 日（月） 八王子キリスト教会 14：00～15：30 「クリスマス・チャペルコンサート 2009」 
          連絡先 ℡ 042-664-0585 
11 月 26 日（木） 寒河江キリスト教会（山形）19：00～20：30 「クリスマス・コンサート」 
          連絡先  ℡ 0237-85-6255   
11 月 27 日（金） 山形第一聖書バプテスト教会（山形）19：00～20：30  
                           「工藤篤子クリスマス・コンサート」 連絡先 ℡ 023-634-8853 
  
※12 月のコンサート予定は、 http://atsukokudomm.com/html/schedule.html  からご覧くださ
い。 
  
 寒さが日ごとに増すこの季節、皆様の健康が守られますようにと祈っています。 
イエス様のいつくしみが皆様と共にありますように！ 
  

                        工藤篤子 


